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成 19 年以降減少傾向となっている。また，短大への進学者は平成４年の 3,709 人をピークに，
それ以降はほぼ減少し続け，平成 28 年３月の進学者数 1,229 人は平成４年の 1/3 以下となって
いる。専修学校のピークは平成 18 年の 4,409 人であり，ここ５年間は減少傾向にある。高校の


















基本調査によると，平成 28 年３月の高校での新規学卒者のうち就職者は 4,012 人であり，卒業
者に占める就職者の割合，いわゆる就職率は 26.9％となっている。それに対して，鹿児島労働
局が公表している鹿児島県新規学卒者職業紹介状況によると，平成 28 年３月の高校での新規学










各年 2,000 人強となっている。この図表には示していないが，県内への就職割合は，平成 15 年
の 59.1％がピークであり，その後は徐々に減少し，平成 21 年には 42.2％まで落ち込んだが，そ

















































































































　次の図表 18 では，図表 16，17 の各県内の大学及び短大への入学者数を利用し，それぞれの
県内にある大学及び短大に入学した者（県内学生収容数）の平成元年と平成 28 年の増減数を示
すと共に，その増減率をまとめている。


















































公庫の平成 29 年の調査によると，子供１人あたりの入学費用は大学が 98.0 万円，短大が 80.4
万円，１年間の在学費用は大学で 152.4 万円，短大で 147.7 万円となっている。また，世帯年収
に占める在学費用の割合は平均 16.1％であるのに対して，年収 200 万円から 400 万円の世帯で

































































































目の高さとなっている。また平成 22 年と平成 27 年を比較すると，0.7 ポイント高くなっている。













　最後に，今後の 18 歳以下の人口の推移について示しておく。図表 25 は平成 28 年現在の鹿児
島県内の高校３年生から小学１年生までの各学年の生徒・児童数と前年と比較した増減率であ
る。なお，高校１年生から高校３年生の数値は，それぞれ，平成 27 年から平成 25 年の中学３
年生の生徒数を使用している。これをみると，前年より生徒・児童数が増加する場合もあるが，
大きな流れとして各学年の人数が減少していることが分かる。平成 28 年の小学１年生の児童数

























































５ なお，同様に計算した大学（学部）の競争率は，鹿児島県で 1.20 倍，全国平均では 1.13 倍である。
